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ASP.NETでは、各種コントロールと

データバインディングすることで、デ

ータベース操作するWebアプリケーシ

ョンを容易に構築できます。

ASP.NETに用意されているコントロ

ールのなかでも、DataGridコントロー

ルは、表形式でユーザーにレコードを

表示するだけでなく、編集させること

も可能な、高機能なコントロールです。

DataGridコントロールは、多機能な

ので、使い方が難しい面もあります。

そこで本稿では、DataGridコントロ

ールを使ったレコードの表示方法から、

編集方法までを説明します。

DataGridコントロールには、配列

（Collection）、ArrayList、HashTable、

DataSet、DataTable、DataView、Data

Reader（SqlDataReader）などの各種

オブジェクトをデータバインディング

できます。

Visual Studio .NETでデータベースア

プリケーションをビジュアルに開発する

場合には、非接続型データベースアク

セスを使うのが主となるでしょう。

その場合、DataSet、DataTable、Data

Viewのいずれかのオブジェクトをデー

タバインディングすることになります。

どのオブジェクトを使ってもかまいま

せんが、別稿で説明したように、Data

Viewオブジェクトを使うと、条件による

フィルタリング操作ができて便利です。

そこで多くの場合は、DataViewオブ

ジェクトをデータバインディングします。

DataViewオブジェクトをDataGridコ

ントロールにデータバインディングす

るには、図1のように、DataGridコン

トロールを配置し、DataSourceプロパ

ティにDataViewオブジェクトを設定し

ます。

データバインディングの
ためのコード

図1のようにDataSourceプロパティ

にデータバインディングとなるオブジ

ェクトを設定しただけでは、データを取
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得して表示するという処理は行なわれ

ません。データバインディングは、Data

Bindメソッドを呼び出したときに実行

されます。

もちろんDataBindメソッドを呼び出

す前には、データバインディングの対

象となるオブジェクト――DataSource

プロパティに設定したオブジェクト―

―に表示したいデータが格納されてい

る必要があります。

そこで、

①SqlDataAdapterオブジェクトのFill

メソッドを呼び出してデータベース

からレコードを取得する

②DataBindメソッドを呼び出してデー

タバインディングする

の2つの処理が必要です。

これらは、WebフォームのLoadイベ

ントに記述すればよく、リスト1のよう

になります［注1］。

実際、リスト1の処理を実装すると、

図2のように、データバインディングし

た結果が表示されます。

DataGridコントロールの動作や外観

は、プロパティ画面から設定できます。

列を定義する

DataGridコントロールのプロパティの

［列］ページでは、表示する列の順序や

書式、ヘッダーの文字を変更できます。

デフォルトでは、［実行時に自動的に

列を作成する］にチェックが付けられ

ています。この場合、データバインデ

ィングされた列が自動的に作成され、

先の図2に示した結果となります。

しかし［実行時に自動的に列を作成

する］のチェックをはずし、あらかじ

め列を作成しておくと、列のヘッダー

名を変更したり、一部の列だけを見せ

るようにしたり、リンクとして構成し

たり、ボタンとして構成したりできる

ようになります。

［列］ページにおける列の定義例は、

図3のようになります。いくつか列をカ

スタマイズすると、表示は、図4のよう

になります。

今回は説明しませんが、DataGridコ

ントロールの［書式］ページで、いく

つかの設定をすれば、さらに、各列の

背景色やフォント、左寄せ、中央寄せ、

DataBase Application with Visual Studio .NET

Private Sub Page_Load(ByVal sender As System.Object, _
ByVal e As System.EventArgs) Handles MyBase.Load

' ページを初期化するユーザーコードをここに挿入します。
SqlDataAdapter1.Fill(DataSet11)
If Not Me.IsPostBack Then

DataGrid1.DataBind()
End If

End Sub

リスト1：データバインディングを実行する

図1：DataGridコントロールの配置

前稿で説明したように構成されているとする

DataSourceプロパティに
DataViewオブジェクトを設定する

DataGridコントロールを
ドラッグ＆ドロップする

注1）リスト1では、IsPostBackプロパティを調べ
て、非ポストバック状態のときだけデータバイン
ディングしてします。これは、本稿の最後で説明
する編集処理において、ユーザーがテキストボッ
クスに入力した値をデータバインディングによっ
て上書きしてしまわないために必要です。なぜな
らLoadイベントとのちに説明するUpdateCom
mandイベントでは、Loadイベントのほうが先に
発生するためです。

DataGridコントロールの
プロパティを設定する




